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西澤議員は20日「甲良町政で大事な課題は？」と題する見解を表明しました。今後の町政に臨む態度ともなりますので、紹介します。
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　「たかがゴミ、されどゴミ」・・・毎日毎日でてくるゴミ。県の音頭で始まったゴミ処理広域化事業は、大きな山場を迎えています。と、言っても、ほとんどの町民には知らされておらず、「さっぱり何のことかもわからない」の声が聞かれます。


　しかし、広域化事業の施設建設の「２ヶ所にしぼられた」候補地の内、彦根市海瀬町で説明会が開かれました。有害ガスの心配もあり、「広域化協議会」のホームページを見ると建設費約１００億円もかかるという大事業なのです。


　６月議会（6月8日）では、丸山光雄議員がその事業にもふれながらゴミ問題を質問しました。その質問・答弁の要約を紹介します。
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建設が計画されているゴミ処理施設の概要


Ⅰ、現在は彦根市と犬上３町愛荘町がそれぞれゴミ処理しているものを国・県の「広域化処理」の指導のもとで、新施設は１市４町で広域化して処理。


２、１日当たりの焼却能力１５４トンで、約１００億円の建設費を予定。


３、焼却熱を利用した発電設備または温水を利用する余熱利用施設を併設予定。


４、１市４町の粗大ゴミなどの処理をすすめ、リサイクル施設も併設予定。





Ｑ丸山光雄議員　町民の暮らしにとって、毎日毎日出てくる家庭のごみは、一番身近な問題と言ってもいいと思います。ところが、県は平成13年、滋賀県を７つのブロックに分けて広域化処理を推進する方針を策定したと聞いています。この方針のもとに進めた結果、住民とかなり距離のあるところで計画されたり、運営されたりしたために、大きな問題をはらんできました。その１つが、ガス化溶融炉方式で相次ぐ大規模な事故と多額の費用が要るため、現在はほとんど導入する自治体はなくなってしまいました。


　現在、甲良町も加入する１市４町の湖東地域一般廃棄物処理広域化事業促進協議会で家庭ごみの一般廃棄物広域化の計画立案が進んでいるようです。私も５月21日に同協議会の24年度の会議を傍聴させてもらいました。聞いたのは、今度できる処理施設の建設予定地が２カ所に絞られて、この中でコンサル会社に委託して決めていくということだけしかわかりませんでした。


　そこで、ごみの広域処理化事業の計画がどこまで進んでいるのか。その中における甲良町行政の役割はどのようになるのか、説明を求めます。


Ａ町長　以前に石寺で処理施設をつくる候補地が決まったときがありましたが、地盤が軟弱なために、その場所は中止になりました。以降、１市４町で４カ所の候補地が決まり、コンサル会社に、地質、環境を含めて調べた結果、最終的には２カ所の候補地に絞り込まれてきた。ただし、この２カ所は、今後地元の地権者と合意が至るまでは場所の公表はしないとして、進められています。【7月14日彦根市海瀬町で候補地としての説明会がありました】


Ｑ丸山光雄議員　広域化は、甲良町民から離れたところで計画されたり、実際のごみ処理も遠くでされるため、関心が薄まると思うので、計画の段階からごみの処理広域化ではどんな計画が進んでいるのか。これにかかる費用は幾ら要るのか。町民に知らせる必要があると思うが、説明を求めます。


Ａ住民課長　候補地の選定作業は協議会ですすめ、有力な候補地が決まれば、広域行政組合で事業を進めることになると思います。


　広域行政組合には議会もあり、いろんな意見をお聞きして、適切なゴミ処理のあり方が進められると考えております。


ぜひ通年週２回収集を


Ｑ丸山光雄議員　このような広域化の事業の中でも、町内の収集はいまだに週１回しかありません。昨年６月以来、この問題に質問してきましたが、いつも検討、検討、いつまで続けるのか。町行政が本当に町民の日常生活のことを考えているのかという批判の声は本当に大きいと思います。もともと、ごみ減量の責任は町民にあるのではなく、製造過程で包装紙、パック類は買い物とともに自動的についてくるものです。ですから、近隣はもちろん、甲良町以外の自治体はすべて週２回の実施をしています。私たちが町民にアンケートをとったときには、週２回にしてくださいという声が非常に多かった。思い切って次の収集からは２回にできないものか。


Ａ住民課長　今のところ、７月、８月の夏場の衛生状態を考慮して週２回とします。リバースセンターでもほぼフル回転で動いており、甲良は、週１回の中でごみの減量を進めていきたい。




















みなさんのお声・願いをお待ちしています　☆くらし・医療・税金・教育などの相談は　西澤伸明３８－４９４９　丸山光雄３８－３１２３


◎日本共産党の見解を紹介します。　メール　� HYPERLINK "mailto:siga-koura463@jcp-nobuaki.com" �siga-koura463@jcp-nobuaki.com�　　ホームページもごらんください（「西澤伸明」で検索）








